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長洲町議会ホームページ
過去の議会だよりや会議録を
ご覧いただけます。

令和５年度決算審査等 ②～⑦
一般質問　８人が登壇し町政を問う ⑧～⑯
委員会活動 ⑰
町民のひろば ⑱

令和６年第３回定例会令和６年第３回定例会

今年から「スポーツフェスタ」で

和気あいあい !
今年から「スポーツフェスタ」で

和気あいあい !



第３回定例会
９月９日～13日

（５日間）

　町長から提案された決算認定６件、補正予算４件、規約・条
例の一部改正４件、議員提案１件、その他２件を慎重に審議
し、すべて原案どおり可決した。また、一般質問は８名が行い、
さまざまな角度から町の姿勢をただした。

主な事業

通学路安全対策・道路新設改良
２億3989万円
中学校の統合に向けた通
学路、赤田・上沖洲線等
整備が行われた。

地域公共交通の活性化
2626万円

きんぎょタクシーが主に
高齢者の移動手段として
定着し、利用者が増加し
た。

子ども医療費助成
7426万円

18歳以下の子どもまで医
療費の無償化が拡充され
た。

公共施設の適正管理
１億2063万円
役場庁舎の空調施設等の
更新・トイレ改修が行わ
れた。

令和５年度一般会計決算
中学校統合へ重点配分

持続可能な行財政運営はできたのか

認
定

議会費、商工費、消防費、
諸支出金　2.5％
議会費、商工費、消防費、
諸支出金　2.5％

地方消費税交付金等　5.4％地方消費税交付金等　5.4％

衛生費
5.0％
衛生費
5.0％

農林水産業費
3.4％

農林水産業費
3.4％

教育費
14.4％
教育費
14.4％ 町税

21.0％
町税
21.0％

寄附金
7.2％
寄附金
7.2％

繰入金
1.8％
繰入金
1.8％

諸収入等
6.8％
諸収入等
6.8％

国庫支出金
17.6％
国庫支出金
17.6％

地方交付税
21.9％
地方交付税
21.9％

県支出金　6.9％県支出金　6.9％

町債
11.4％
町債
11.4％

公債費
6.1％
公債費
6.1％

総務費
27.1％
総務費
27.1％

民生費
26.6％
民生費
26.6％

土木費
14.9％
土木費
14.9％ 歳出

90億
7210万円

歳入

92億
6490万円
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決　
算　
認　
定

一　
般　
会　
計

　
歳　
　
入

問(

竹
本
議
員)

町
民
税
法
人
分
が
前
年
度
よ
り

２
３
４
７
万
円
減
と
な
っ
た
要
因
は
。

答
（
税
務
課
長
）　

法
人
税
の
還
付
や
、
法
人
数
の
減

少
等
に
よ
る
影
響
で
あ
る
。

問(

磯
野
議
員
）

町
民
税
が
当
初
予
算
よ
り
増
加
し

た
要
因
は
。

答
（
税
務
課
長
）

納
税
者
数
は
減
少
傾
向
だ
が
、
一

人
当
た
り
の
納
税
額
が
増
え
て
お
り
、

所
得
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。

　
歳　
　
出

問
（
田
成
議
員
）　　
　
　
　
　
　

男
性
の
育
児
休
業
取
得
推
進
奨
励

金
の
、
令
和
５
年
度
の
取
得
率
と
、
取

得
率
向
上
に
向
け
た
取
組
は
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

令
和
５
年
度
の
取
得
率
は
約
26
％

で
あ
る
。
前
年
度
が
約
27
％
で
、
企
業

へ
の
チ
ラ
シ
配
布
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
周

知
、
母
子
手
帳
を
交
付
す
る
時
等
に
制

度
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

問
（
前
田
議
員
）

デ
ジ
タ
ル
環
境
維
持
管
理
事
業
の

効
果
は
。　
　
　
　
　
　
　

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る

健
康
体
操
の
配
信
、
地
域
活
動
で
は
高

齢
者
の
Ｕ
Ｄ
ｅ

－

ス
ポ
ー
ツ
等
、
徐
々

に
で
は
あ
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
環
境
を
利

用
し
た
活
動
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
。

主
な
質
疑

項目 内容 令和　　　
３年度

令和　　　
４年度

令和　　　
５年度

早期健全化
基準

実質赤字比率 一般会計の赤字 ー ー ー 15.0%
連結実質赤字比率 特別会計を含めての赤字 ー ー ー 20.0%
実質公債費比率 実質的な借金の返済額の割合 6.9% 6.6% 6.4% 25.0%
将来負担比率 将来の負担割合 29.3% 35.6% 44.2% 350.0%

健全化判断比率

一般会計・特別会計・企業会計の決算収支

長洲町は早期健全化基準を下回っており、健全である。

金額は端数処理のため合わない場合あり。△はマイナス

会計名 歳入 歳出 翌年度への繰
越すべき財源

実質収支額	
（差引額）

前年度	
実質収支額 単年度収支額

一般会計 92億6490万円 90億7210万円 1158万円 1億8122万円 1億7801万円 321万円
国民健康保険 21億6172万円 21億5635万円 0円 537万円 980万円 △443万円
介護保険 17億9013万円 17億2706万円 0円 6307万円 9151万円 △2844万円
後期高齢者医療 2億5648万円 2億5558万円 0円 91万円 58万円 32万円

企業会計名 収入 支出 収支の差額

水道事業
収益的収支 2億5917万円 2億3499万円 2418万円
資本的収支 559万円 1億5257万円 △1億4697万円

下水道事業
収益的収支 8億5082万円 7億8436万円 6646万円
資本的収支 4億2972万円 6億4806万円 △2億1832万円

誰でも楽しめるUD（ユーディー）e-スポーツ
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問
（
林
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
費
で
、
子

宮
が
ん
検
診
の
受
診
者
が
令
和
４
年
度

よ
り
59
名
減
少
し
た
理
由
は
。　
　
　

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
） 

国
は
２
年
に
１
回
の
子
宮
が
ん
検

診
受
診
を
推
奨
し
て
い
る
。
令
和
５
年

度
は
受
診
対
象
者
が
約
４
千
人
で
、
前

年
度
よ
り
97
名
減
少
し
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

問
（
荒
木
議
員
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
委
託
料
の
不
用
額
が
４
３
０
０
万

円
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）　

令
和
５
年
度
に
対
応
し
た
全
額
公

費
の
接
種
委
託
料
で
あ
っ
た
が
、
法
改

正
等
で
努
力
義
務
か
ら
外
れ
た
年
代
層

が
あ
り
、
規
模
や
対
象
者
が
縮
小
し
た
。

国
保
医
療
特
別
会
計

問
（
林
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

診
療
報
酬
明
細
書
等
業
務
委
託
料

の
成
果
と
し
て
、
約
１
８
０
万
円
の
効

果
が
あ
っ
た
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

判
断
し
た
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

レ
セ
プ
ト
点
検
業
務
を
約
１
４
８ 

万
円
で
委
託
し
た
こ
と
に
よ
り
、
再
審

査
し
た
レ
セ
プ
ト
を
国
保
連
合
会
に
提

出
し
、
町
へ
の
医
療
費
の
請
求
を
３
２ 

８
万
円
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

そ
の
差
額
を
効
果
額
と
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

問
（
林
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

滞
納
額
が
令
和
４
年
度
、
令
和
５

年
度
と
高
止
ま
り
状
態
の
原
因
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
に
移
行
し
た
が
、
他

の
税
金
の
滞
納
分
の
納
付
を
優
先
さ
せ

た
た
め
、
滞
納
額
が
減
少
し
な
い
結
果

と
な
っ
た
。

請
願

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の

救
済
と
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提
出

を
願
う
請
願
書

　
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
の
治

療
の
た
め
の
研
究
開
発
、
被
害
者
の
救

済
措
置
の
拡
充
等
の
た
め
の
予
算
を
確

保
す
る
こ
と
等
を
求
め
る
請
願
が
提
出

さ
れ
た
。

 

【
紹
介
議
員
】
林　
敏
哉

　
総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
３
回
の
審
査
を
経
て
全
会
一
致

で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
が
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
、
国
に
意
見
書
を
提
出

し
た
。

 

【
提
出
先
】
衆
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環

境
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

　
意
見
書
の
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

記
載
。
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
る
と
、
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
（
竹
本
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
伴
う
支
出
総
額

は
。
ま
た
、
寄
附
金
の
返
礼
品
を
送
付

し
た
人
数
は
。　
　

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

支
出
総
額
は
３
億
５
９
０
０
万
円

で
、
７
万
人
以
上
に
送
付
し
た
。
ま
た
、

寄
附
額
は
６
億
４
７
９
０
万
円
で
、
差

額
は
約
２
億
９
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

問
（
磯
野
議
員
）

教
育
委
員
の
視
察
研
修
の
予
算
は

４
名
分
だ
っ
た
が
、
支
出
済
額
は
半
分

以
下
で
あ
る
。
参
加
者
は
何
名
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

１
名
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
や
他

団
体
が
開
催
す
る
会
議
・
研
修
だ
が
、

委
員
の
日
程
調
整
が
で
き
な
か
っ
た
。
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陳
情

現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を

求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

　
総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
３
回
の
審
査
を
経
て
全
会
一
致

で
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
本

会
議
に
お
い
て
不
採
択
。

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
、
手
数
料
条
例

⑴
長
洲
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
に
伴
い
、
印
鑑

登
録
証
明
書
の
交
付
申
請
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
規
定
の
整
備
。

●
窓
口
で
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す

る
際
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
交
付
申
請
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
規
定
の
整
備
。

⑵
長
洲
町
手
数
料
条
例

●
町
民
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
に
係
る

規
定
の
削
除
。

長
洲
町
国
民
健
康
保
険
条
例

●
被
保
険
者
証(

健
康
保
険
証)

の
新

規
発
行
が
終
了
す
る
た
め
、
返
還
に
係

る
規
定
の
削
除
。

そ
の
他

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防

災
減
災
事
業
（
町
営
土
地
改

良
事
業
）
の
実
施
に
伴
う
経

費
の
賦
課
基
準
並
び
に
徴
収

の
時
期
及
び
方
法
に
つ
い
て

　
農
業
水
路
等
の
水
利
施
設
更
新
費
用

の
一
部
を
、
受
益
者
に
負
担
し
て
も
ら

う
も
の
。

●
賦
課
金
総
額　
２
０
６
万
円

●
徴
収
時
期　

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

●
徴
収
方
法　
一
括
徴
収

工
事
請
負
契
約

宮
崎
川
護
岸
改
修
工
事

●
契
約
金
額　
７
７
３
３
万
円

●
契
約
の
相
手
方

　
興
亜
建
設
工
業
株
式
会
社

規
約

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更

　

現
行
の
被
保
険
者
証(

健
康
保
険

証)

の
新
規
発
行
が
終
了
す
る
た
め
。

条
例

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例

　
法
改
正
に
よ
り
、
条
例
の
引
用
条
番

号
の
改
正
を
一
括
し
て
行
う
。

討
論

採
択
す
べ
き

（
林
議
員
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証
は
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
困
難
に
し
、
国
民
皆
保
険
制
度
の

根
幹
を
揺
る
が
す
も
の
で
あ
り
、
現
段

階
で
の
一
本
化
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

（
濱
㟢
議
員
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証
は
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
、

医
療
機
関
に
と
っ
て
阻
害
要
因
で
し
か

な
い
。

（
田
成
議
員
）

　
お
薬
手
帳
や
限
度
額
適
用
認
定
証
の

機
能
等
の
利
点
が
あ
る
。
現
行
の
健
康

保
険
証
の
機
能
を
持
つ
資
格
確
認
書
が

発
行
さ
れ
る
等
の
配
慮
も
あ
る
。

不
採
択
と
す
べ
き

行政手続のデジタル化が進んでいる
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特
別
会
計
等
補
正
予
算

問
（
前
田
議
員
）

定
額
減
税
減
収
補
填
特
例
交
付
金

の
追
加
１
５
３
万
７
千
円
の
理
由
は
。

答
（
総
務
課
長
）

国
が
定
め
る
定
額
減
税
の
算
定
の

補
正
率
が
増
加
し
た
た
め
。

問
（
林
議
員
）

改
正
に
よ
り
、
児
童
手
当
の
給
付

対
象
者
数
が
１
９
９
７
名
と
あ
る
が
、

内
訳
は
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

所
得
制
限
の
撤
廃
で
41
名
、
高
校

生
年
代
ま
で
の
延
長
で
３
３
７
名
、
第

３
子
以
降
の
算
定
対
象
者
が
22
歳
ま
で

の
延
長
で
３
７
３
名
が
増
加
し
、
継
続

の
対
象
者
が
１
２
４
６
名
で
あ
る
。

問
（
磯
野
議
員
）

特
定
寄
附
金
80
万
円
は
、
寄
附
者

が
何
か
用
途
を
希
望
し
て
い
る
の
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

本
町
で
の
邦
楽
演
奏
会
の
開
催
を

希
望
し
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑

問
（
濱
㟢
議
員
）

浦
川
16
号
ポ
ン
プ
は
、
東
側
に
導

水
路
が
あ
る
た
め
、
揚
水
ポ
ン
プ
の
更

新
工
事
は
不
要
で
は
な
い
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

こ
の
ポ
ン
プ
は
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

用
地
の
用
水
を
賄
っ
て
お
り
、
更
新
の

要
望
が
地
元
か
ら
上
が
っ
て
い
る
。

寄り添う支援、地域に支援！

令和６年度一般会計補正予算　　１億2641万円追加

農業振興 伝統文化 QOL向上 子育て支援

農業水路等長寿命化・

防災減災事業

1466万円

下記のポンプ更新し、

機能の安定を図る。

●折地地区

●梅田１地区

●梅田２地区

邦楽演奏公演事業

80万円

吉田晴風没後75年にあ

たって邦楽演奏者を招

き、郷土の歴史や邦楽

の興味を高める。　

がん患者アピアランス

支援事業

20万円
補正具等の費用の助成

若年がん患者在宅療養

生活支援事業

12万円
必要なサービスの助成

児童手当事業

３７2７万円

児童手当の制度改正に

より、子育て世代へ支

援が拡充した。

下水道事業会計
主な内容
　①　�仮設ポンプの点検手数料及びテレビカメラ調査委託料

� 254万円の追加�
　②　�上沖洲区汚水枝管の管路改築工事、マンホールポンプ

場の制御通報装置等取替工事費
� 3390万円の追加

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）
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審議結果　＜全議案可決＞ ○…賛成　×…反対

＊この審議結果は賛否が分かれたもののみを掲載しています。　＊議長は表決に加わりません。

議案番号 事　件　名 田
成

前
田 林 荒

木
福
田

竹
本

福
本

磯
野

浦
邊

徳
永

濱
村

松
井

濱
㟢

福
永

認定第１号 令和５年度長洲町一般会計決算認定 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第４号 令和５年度長洲町後期高齢者医療特別会計決算認定 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

抜
本
的
な
制
度
の
見
直
し
を

（
林
議
員
）

　
年
金
支
給
額
が
減
額
さ
れ
る
中
、
限
ら

れ
た
年
金
か
ら
支
出
す
る
保
険
料
や
医
療

費
の
支
払
い
が
増
え
続
け
、
高
齢
者
の
暮

ら
し
を
直
撃
し
て
い
る
。

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
一
つ
の
制
度
に

ま
と
め
、
高
齢
者
人
口
が
増
え
る
た
び
に
、

加
入
者
の
負
担
を
増
加
さ
せ
る
仕
組
み
が

も
た
ら
す
弊
害
は
重
大
で
あ
る
。

　
健
康
や
命
を
脅
か
し
高
齢
者
を
追
い
詰

め
る
こ
の
制
度
は
、
抜
本
的
な
制
度
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
。

将
来
を
見
定
め
た
町
づ
く
り
を

（
林
議
員
）

　
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
と
、
長
洲
港

湾
整
備
事
業
の
本
町
の
負
担
率
軽
減
が
必

要
。
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
見
据

え
、
事
業
の
取
捨
選
択
に
は
無
駄
な
コ
ス

ト
を
な
く
し
、「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

適
正
に
運
営
し
て
い
る

（
福
田
議
員
）

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
移

行
し
、
医
療
費
や
保
険
料
が
増
加
し
て
い

る
が
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
適
正
な
事
業
運
営
、
事
務
が
で
き
て
い

る
。

限
ら
れ
た
財
源
で
住
民
ニ
ー
ズ
を

満
た
し
て
い
る

（
松
井
議
員
）

　
実
質
収
支
は
伸
び
、
ふ
る
さ
と
納
税
が

増
加
し
た
。
補
助
金
を
活
用
し
、
中
学
校

校
舎
、
清
里
小
体
育
館
、
赤
田
・
上
沖
洲

線
の
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
、
評
価
す
る
。

反　
対

反　
対

賛　
成

賛　
成

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
決
算
認
定

一
般
会
計
決
算
認
定

討論

問
（
林
議
員
）

被
保
険
者
へ
の
通
知
の
郵
送
は
、

保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一

体
化
を
急
ぐ
た
め
の
も
の
か
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
数
字
の
確
認
の
た
め
の
も
の

か
。答

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

12
月
２
日
で
保
険
証
の
新
規
発
行

が
終
了
す
る
た
め
、
被
保
険
者
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
番
号
と
情
報
を
再

確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

介護保険特別会計
補 正 額	 1342万円追加
主な内容	 決算に伴う繰越金

国民健康保険特別会計
補 正 額	 107万円追加
主な内容	 	マイナンバーと健康保険証の

一体化に向けて全被保険者へ
の通知郵送

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）
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町
政
を
問
う

町政を問う　一般質問

一般質問　目次

　一般質問では、議員が町に対して、町政全般にわたって施策を問いただす。
９月定例会では８人の議員が登壇し、一般質問を行った。
　議会だよりでは、質問と答弁の要旨をまとめており、全文記録（会議録）は
町ホームページに掲載している。

質問項目 質問者 ページ

町の上水道の飲料水は危なくないか

濱㟢　　久 ９新川漁港への土砂の流入について

浦川導水路の災害対策について

強い農業を創出し魅力に満ちたにぎわいのある
まちとは 福永　栄助 10

きんぎょタクシーの土日祝日までの運行日拡
大と運行時間の延長を含めた地域公共交通の
具体策を求める

林　　敏哉 11

旧長洲中学校の敷地及び施設の利活用は 荒木　睦子 1２

町道長洲港・停車場線の安全対策（通学路）
は万全か 福田　史治 1３

強い産業を創出し雇用の確保を 竹本　信次 1４

思い切ってトレンドを変えてはどうか 磯野　　博 1５

雲仙断層群で大地震が発生したら 浦邊　朝章 1６

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

濱
はま

㟢
さき

　久
ひさし

議員

水
道
水
を
そ
の
ま
ま
飲
ん
で
い
て
も

大
丈
夫
か
。
日
本
の
水
が
危
険
に

ひ
ん
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
る
が
、
危

な
く
な
い
か
。

答
（
町
長
）

水
質
基
準
の
検
査
は
し
て
い
る
。

問
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
存
在
を
理
解
し
て
い
る

か
。
健
康
リ
ス
ク
と
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
関
）
は
、
発
が
ん
性
や
高
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
伴
う
脂
質
異
常
症
、

乳
児
・
胎
児
の
発
育
低
下
等
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
町
の
飲
用

水
に
含
ま
れ
て
い
な
い
か
。
ま
た
、
国

が
定
め
た
暫
定
目
標
値
を
超
過
し
た
県

内
の
地
点
は
理
解
し
て
い
る
か
。

答
（
水
道
課
長
）

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
主
に
フ
ッ

素
系
撥
水
剤
や
泡
消
火
剤
に
含
ま
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
物

質
は
、
自
然
界
で
は
分
解
さ
れ
に
く
く
、

土
壌
を
汚
染
し
、
徐
々
に
広
範
囲
に
流

出
し
、
河
川
や
地
下
水
に
流
れ
込
む
こ

と
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
る
。
県
内
で

も
河
川
や
地
下
水
の
報
道
が
さ
れ
て
い

る
。

問
町
の
飲
用
水
に
は
含
ま
れ
て
い
る

の
か
。

答
（
水
道
課
長
）

暫
定
目
標
値
の
８・３
分
の
１
以

下
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

問
こ
れ
は
自
然
界
に
あ
る
も
の
で
は

な
く
、
何
ら
か
の
原
因
に
基
づ
い

て
存
在
す
る
の
な
ら
排
除
す
る
対
策
を

取
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
水
道
課
長
）

万
が
一
暫
定
目
標
値
を
上
回
っ
た

場
合
に
は
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問
事
故
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。

自
然
界
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
原
因
が
何
か
、
当
然
調
べ
る
べ
き

だ
。
町
の
上
水
道
に
存
在
す
る
こ
と
を

大
方
の
住
民
は
知
ら
な
い
と
思
う
が
。

答
（
水
道
課
長
）

今
後
水
質
検
査
を
行
い
な
が
ら
注

視
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
基
準
値
を
超
え
て
か
ら
で
は

間
に
合
わ
な
い
。
対
策
は

取
っ
て
お
く
べ
き
だ
。
こ
れ
は
質
問
を

続
け
る
。

問
こ
の
水
源
は
玉
名
平
野
土
地
改
良

区
の
か
ん
が
い
用
水
で
、
そ
の
は

け
口
と
し
て
整
理
川
を
作
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

玉
名
平
野
と
協
議
検
討
す
る
。

問
台
風
10
号
で
下
流
の
浦
川
導
水
路

は
堤
防
を
越
え
て
道
路
や
田
畑
が

冠
水
し
た
。
排
水
ポ
ン
プ
は
故
障
中

か
。答

（
農
林
水
産
課
長
）

３
月
27
日
か
ら
故
障
中
で
、
原
因

の
特
定
に
至
っ
て
い
な
い
。

問
民
家
が
床
下
浸
水
し
、
金
魚
と
鯉

の
郷
広
場
の
建
物
が
浸
水
し
て
も

よ
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

早
急
に
改
修
し
て
い
き
た
い
。

町の上水道の飲料水は危なくないか

答 微量だが有機フッ素化合物が含まれて
いる

　
玉
名
平
野
土
地
改
良
区
と

協
議
検
討
す
る

新
川
漁
港
へ
の
土
砂
の
流
入
に
つ
い
て

　
災
害
の
補
助
金
を

模
索
し
な
が
ら
進
め
る

浦
川
導
水
路
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）
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町
政
を
問
う

総
合
振
興
計
画
、
基
本
目
標
④
強
い

農
業
を
創
出
し
魅
力
に
満
ち
た
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
に
つ
い
て
、
政
策
、

施
策
の
定
義
は
。

答
（
町
長)

政
策
は
、
自
治
体
が
目
指
す
べ
き

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
や
目
的
を
示
し
、

施
策
は
、
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
方

策
を
示
す
。
基
本
施
策
①
の
豊
か
で
強

い
農
水
産
業
が
営
ま
れ
る
ま
ち
と
は
、

地
域
の
農
水
産
物
の
質
が
高
い
上
に
生

産
量
が
多
い
、
経
済
的
に
健
全
で
地
域

経
済
を
支
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
町

を
つ
く
り
出
す
こ
と
だ
。

問
施
策
の
方
針
と
し
て
、
担
い
手
確

保
や
育
成
支
援
を
図
り
、
農
水
産

物
の
生
産
向
上
や
高
付
加
価
値
等
で
収

益
性
の
向
上
を
図
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

生
産
部
会
の
育
成
支
援
事
業
は
何
十
年

も
実
施
さ
れ
、
事
業
が
目
的
化
し
て
い

る
。
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
は
数
値

目
標
を
立
て
て
、
そ
こ
に
管
理
責
任
者

を
置
い
て
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

我
々
は
数
値
目
標
を
立
て
て
、
政

策
課
題
、
施
策
の
取
組
を
や
っ
て
い
く
。

こ
れ
ら
を
肝
に
銘
じ
て
、
後
期
の
総
合

振
興
計
画
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

問
歳
入
が
減
少
し
て
い
る
中
、
総
合

振
興
計
画
を
支
え
る
財
政
担
当
部

門
は
目
標
、
目
的
を
設
定
し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

計
画
に
明
確
な
記
載
は
な
い
が
、

中
期
財
政
計
画
に
基
づ
く
健
全
な
財
政

運
営
と
、
定
期
的
な
執
行
状
況
の
把
握

に
努
め
て
い
る
。

問
財
政
調
整
基
金
が
、
平
成
25
年
度

は
人
口
一
人
当
た
り
５
７
８
６

円
、
令
和
４
年
度
は
６
万
９
６
９
１
円

と
、
６
万
３
９
０
５
円
増
え
た
。
ふ
る

さ
と
納
税
（
寄
附
金
）
の
増
加
に
よ
る

も
の
と
思
う
が
、
人
口
一
人
当
た
り
の

借
金
は
、
平
成
27
年
度
の
34
万
７
８ 

４
０
円
か
ら
、
令
和
４
年
度
は
44
万 

１
４
６
４
円
と
、
９
万
３
６
２
４
円
増

え
て
い
る
。
町
は
い
く
ら
ま
で
借
金
が

で
き
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

単
年
度
の
公
債
費
が
８
～
９
億
円

に
な
る
と
、
実
質
公
債
費
率
が
15
％

程
度
に
な
る
。
上
限
の
目
安
と
し
て
、

18
％
以
上
に
な
る
と
、
地
方
債
の
発
行

に
国
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
力
を

入
れ
る
等
し
な
い
と
、
今
の
ま
ま

で
は
だ
ん
だ
ん
歳
入
が
下
が
っ
て
し
ま

う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
（
町
長
）

起
債
を
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
が
目
白
押
し
だ
が
、
歳
入
と
歳
出

を
見
極
め
て
、
今
後
の
町
政
運
営
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

強い農業を創出し魅力に満ちた
にぎわいのあるまちとは

答

福
ふく

永
なが

　栄
えい

助
すけ

議員

農水産物の生産性が高く、地域経済を
支えるまちをつくり出すことだ

総合振興計画は町の最上位計画

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）

一 般 質 問

10



町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

林
はやし

　敏
とし

哉
や

議員

財政状況やニーズ等を把握しながら
前向きに検討する答

地
域
住
民
か
ら
、
土
日
祝
日
の
運
行

や
運
行
時
間
の
延
長
を
求
め
る
意

見
や
要
望
が
あ
る
こ
と
を
、
以
前
か
ら

把
握
し
て
い
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

町
政
座
談
会
や
、
地
域
公
共
交
通

計
画
策
定
時
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

も
意
見
が
あ
る
。

問
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の

事
務
局
答
弁
で
は
、「
午
後
５
時

以
降
の
運
行
拡
大
に
つ
い
て
、
中
学
校

の
統
合
に
伴
う
通
学
で
の
利
用
や
、
習

い
事
等
へ
の
支
援
が
で
き
な
い
か
内
部

で
検
討
し
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る

が
、
検
討
中
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

時
代
に
即
し
た
あ
り
方
の
検
討
が

重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
協
議
会
に
提
出

す
る
案
件
と
し
て
、
内
部
で
の
協
議
が

ま
ず
必
要
で
あ
る
。

問
地
域
公
共
交
通
計
画
で
は
、
き
ん

ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
利
用
者
２
０
０
名

に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

運
行
日
数
や
、
運
行
本
数
に
つ
い
て
、

「
困
っ
て
い
な
い
」
が
約
52
％
に
対
し
、

「
困
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
方
も
18
・

９
％
、
約
５
人
に
１
人
の
割
合
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
理
由
で
「
困
っ
て
い
る
」

と
回
答
さ
れ
た
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

土
日
の
運
行
拡
大
で
は
な
い
か
と

認
識
す
る
が
、
理
由
に
つ
い
て
は
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
。

問
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

は
、
委
員
か
ら
、「
運
行
日
や
時

間
を
拡
充
し
て
欲
し
い
と
の
意
見
に
対

し
て
、
交
通
事
業
者
か
ら
は
、
経
営
が

圧
迫
さ
れ
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮
し
て

欲
し
い
。」
と
意
見
が
あ
る
が
、
こ
れ

で
は
平
行
線
の
ま
ま
、
解
決
策
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
南
関
町
が
民
間
タ
ク
シ
ー
割
引
券
を

交
付
し
、
料
金
の
半
額
を
助
成
し
て
い

る
。
本
町
で
も
、
土
日
祝
日
に
民
間
タ

ク
シ
ー
を
利
用
す
る
交
通
弱
者
に
対

し
、
タ
ク
シ
ー
割
引
券
の
交
付
を
検
討

で
き
な
い
か
。

答
（
町
長
）

事
業
の
実
施
に
向
け
て
は
新
た
な

財
源
が
必
要
で
あ
り
、
財
政
状
況
や

ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
な
が
ら
前
向
き
に

検
討
す
る
。

最
後
に
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
の

根
拠
と
な
る
法
律
も
、
活
性

化
協
議
会
と
同
じ
「
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
い
て
い
る
。
本
町
の
実
状
に
あ
っ

た
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
あ
り

方
や
、
今
後
の
施
策
等
に
つ
い
て
整
理

を
す
る
こ
と
が
目
的
だ
が
、
地
域
住
民

の
要
望
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
町
に
ふ

さ
わ
し
い
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の

構
築
と
推
進
を
図
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

求められるきんぎょタクシーの運行拡大

きんぎょタクシーの土日祝日までの
運行日拡大と運行時間の延長を含め
た地域公共交通の具体策を求める

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

　
年
間
の
幕
を
閉
じ
て
、
６
ヶ
月
が

過
ぎ
た
旧
長
洲
中
学
校
の
敷
地
と

施
設
の
利
活
用
を
、
町
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

答
（
町
長
）

検
討
委
員
会
を
設
け
、
情
報
共

有
、
協
議
し
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
民
間
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
地

域
住
民
、
有
識
者
を
交
え
、
協
議
の
場

に
お
い
て
決
定
す
る
。

問
行
政
財
産
と
し
て
の
役
割
を
終

え
、
普
通
財
産
の
取
扱
い
に
な
る

が
、
公
共
施
設
と
し
て
活
用
か
、
民
間

に
譲
渡
か
貸
す
か
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法

が
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
利
活
用
を
す
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

住
民
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
施

設
と
す
る
な
ら
ば
、
条
例
を
制
定
し
行

政
財
産
と
位
置
付
け
る
か
、
民
間
事
業

者
に
ニ
ー
ズ
等
を
調
査
し
、
譲
渡
や
賃

貸
借
等
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

問
今
後
の
利
活
用
の
方
向
に
つ
い

て
、
住
民
へ
の
説
明
会
等
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

各
種
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
民
間

事
業
者
等
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
て
、

具
体
的
な
利
活
用
の
方
向
性
を
あ
る
程

度
絞
り
、
住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
。

問
令
和
５
年
12
月
、「
こ
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
子
ど
も
の
視
点
に

立
っ
た
多
様
な
居
場
所
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
い
る
。
本
町
で
は
六
栄
小
校
区
の

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
子
ど
も
第
三
の

居
場
所
と
し
て
進
め
て
い
る
が
、
町
全

体
で
ど
の
よ
う
に
取
組
む
の
か
。

答
（
町
長
）

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
関
す

る
基
本
計
画
等
を
策
定
し
、
新
た
に
改

修
す
る
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

児
童
館
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
学

童
保
育
の
各
施
設
の
ほ
か
、
介
護
予
防

拠
点
移
設
等
を
子
ど
も
の
居
場
所
と
し

て
位
置
付
け
て
取
組
ん
で
い
く
。

問
介
護
予
防
拠
点
施
設
を
子
ど
も
の

居
場
所
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

介
護
予
防
拠
点
施
設
で
高
齢
者
の

健
康
体
操
や
脳
ト
レ
等
の
活
動
を
行
う

中
、
地
域
の
方
と
交
流
が
図
ら
れ
、
子

ど
も
達
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
近
く
で

居
場
所
と
し
て
気
軽
に
行
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

大切な財産をしっかり協議していく答

荒
あら

木
き

　睦
むつ

子
こ

議員

旧長洲中学校の敷地及び施設の
利活用は

さびしくなった旧長洲中跡地

77

　
安
心
し
て
過
ご
せ
る

環
境
整
備
に
取
組
む

子
ど
も
第
三
の
居
場
所
と
は

元気な子どもの声が一番!!

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

町
道
長
洲
港
・
停
車
場
線
の
、
駅
か

ら
消
防
団
格
納
庫
の
交
差
点
ま
で

は
幅
員
が
狭
く
、
歩
道
も
自
転
車
道
も

な
い
。
車
両
や
、
中
学
生
が
通
学
路
と

し
て
自
転
車
で
走
行
す
る
際
の
、
安
全

対
策
の
た
め
に
拡
幅
の
計
画
は
あ
る
の

か
伺
う
。

答
（
町
長
）

令
和
３
年
12
月
定
例
会
で
、
町
道

土
井
辻
線
の
歩
道
設
置
と
消
防
格
納
庫

付
近
の
交
差
点
改
良
を
優
先
し
た
い
と

答
弁
し
、
今
年
６
月
に
完
了
し
た
。

　
長
洲
港
・
停
車
場
線
は
駅
北
側
か
ら

建
浜
区
内
の
約
２
４
０
ｍ
が
未
改
良

で
、
幅
員
が
狭
い
の
は
認
識
し
て
い
る
。

前
年
度
に
通
学
路
安
全
対
策
と
し
て
、

一
部
区
間
の
車
道
と
歩
道
と
の
段
差
解

消
、
格
納
庫
か
ら
県
道
長
洲
玉
名
線
ま

で
の
自
転
車
通
行
の
矢
羽
根
の
設
置
等

を
実
施
し
た
。
全
体
的
な
幅
員
は
、
こ

れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
未
改
良
区
間
に
生
け
垣
が
せ
り
出

し
、
歩
道
が
見
え
な
い
た
め
自
転

車
等
が
通
り
に
く
い
所
が
あ
る
。
駅
北

側
付
近
が
広
く
な
っ
て
い
る
た
め
目

立
っ
て
い
る
が
、
把
握
し
て
い
る
か
。

答
（
建
設
課
長
）

承
知
し
て
い
る
。

問
こ
の
交
差
点
の
照
明
が
小
さ
い
た

め
非
常
に
暗
く
、
ほ
と
ん
ど
暗
闇

状
態
だ
。
ま
た
、
工
事
前
は
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
が
格
納
庫
の
角
に
あ
っ
た
が
、
今

回
撤
去
さ
れ
た
た
め
、
安
全
が
維
持
で

き
て
な
い
。

答
（
建
設
課
長
）

よ
り
広
い
範
囲
を
照
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
照
明
器
具
の
変
更
や
増

設
を
考
え
た
い
。

答
（
危
機
管
理
対
策
室
長
）

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
要
望
書
も
で
て

お
り
、
設
置
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

全体的な幅員は検討したい答

福
ふく

田
だ

　史
ふみ

治
はる

議員

問
長
洲
駅
の
階
段
の
上
り
下
り
は
、

高
齢
者
や
車
椅
子
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

等
に
と
っ
て
は
大
変
困
難
だ
。
今
後
も

Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

進
め
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
長
年
の

課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
議
会
や
町

民
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
Ｊ
Ｒ
と
協

議
し
て
い
る
が
、
早
急
な
事
業
の
実
施

は
厳
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

事
業
を
実
施
す
る
に
は
国
の
法
律

等
も
あ
り
、
基
本
構
想
等
を
つ
く
る
必

要
が
あ
る
。
現
段
階
で
は
財
政
的
に
難

し
い
。

町道長洲港・停車場線の安全対策
（通学路）は万全か

狭すぎて前が見通せない

即、変更・実施済み

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）

一 般 質 問

13



町
政
を
問
う

県と密に連携し企業誘致の取組を進
める

雇
用
の
確
保
に
向
け
て
強
い
産
業
を

創
出
し
、
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
に
、
企
業
誘
致
に
ど
う
取
組
ん
で
い

る
か
。

答
（
町
長
）

県
と
密
に
連
携
し
、
情
報
交
換
等

を
行
い
、
県
有
地
の
名
石
浜
工
業
団
地

へ
の
企
業
誘
致
活
動
に
取
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
、
本
町
の
地
域
経
済
の
活

性
化
と
雇
用
の
確
保
、
強
い
産
業
の
創

出
に
向
け
、
町
内
へ
の
企
業
誘
致
や
、

町
内
企
業
の
生
産
活
動
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
支
援
す
る
。

問
本
町
の
企
業
動
向
調
査
に
よ
る

と
、
主
な
企
業
数
が
、
こ
の
15
年

間
で
９
社
程
減
少
し
て
い
る
が
、
要
因

は
。答

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

企
業
の
撤
退
や
閉
鎖
、
親
会
社
と

の
統
合
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
跡

地
を
周
辺
企
業
が
購
入
し
て
使
用
し
た

り
、
近
隣
の
工
場
が
増
設
を
行
っ
て
い

る
。問

雇
用
拡
大
を
図
る
た
め
の
取
組
を

ど
う
進
め
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

町
内
企
業
等
の
雇
用
対
策
と
し

て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
近
隣
の
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
各
種
協
議
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
町
内
企
業
と
と
も
に

就
職
面
接
会
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、

毎
年
、
町
内
企
業
紹
介
冊
子
を
刷
新

し
、
高
校
生
や
求
職
者
に
対
し
て
最
新

の
情
報
提
供
を
行
う
等
、
町
内
企
業
の

人
材
確
保
に
努
め
て
い
る
。

問
今
、
保
育
士
不
足
が
深
刻
な
問
題

だ
。
町
の
保
育
を
支
え
る
担
い
手

の
確
保
と
手
厚
い
保
育
士
の
配
置
が
で

き
る
よ
う
に
、
保
育
従
事
職
員
等
の
勤

続
年
数
に
応
じ
た
勤
続
手
当
補
助
と
し

て
、
５
年
ご
と
に
奨
励
金
を
支
給
す
る

等
、
町
独
自
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

答
（
町
長
）

各
自
治
体
で
、
保
育
士
の
確
保
に

向
け
た
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

本
町
も
国
や
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

各
園
と
協
議
を
図
り
、
保
育
士
の
確
保
、

ま
た
、
今
後
は
保
育
士
の
給
料
ア
ッ
プ

等
も
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

答

竹
たけもと

本　信
しん

次
じ

議員

各
園
と
協
議
し
検
討
す
る

保
育
士
処
遇
改
善
の
取
組
を

強い産業を創出し雇用の確保を

地域産業が発展し雇用環境が充実したまちを

多様化していく保育ニーズ

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

総
合
振
興
計
画
の
中
で
、「
児
童
生

徒
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

に
お
い
て
全
国
平
均
を
上
回
る
」
と
い

う
数
値
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
目

標
達
成
に
向
け
て
の
取
組
は
。
ま
た
、

具
体
的
な
対
策
は
。

答
（
教
育
長
）

本
調
査
を
学
力
の
状
況
を
把
握
す

る
一
つ
の
指
標
と
し
、
各
学
校
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
学
力
向

上
に
取
組
ん
で
い
る
。
本
年
度
は
具
体

的
に
、
新
た
に
大
き
く
二
つ
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
、
教
員
の
指
導
力
向
上
。

腹
赤
小
に
配
置
さ
れ
て
い
る
指
導
教
諭

（
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）
の
公
開

授
業
を
、
町
内
小
中
学
校
の
全
教
員
が

参
観
し
た
。
教
員
の
授
業
力
向
上
と
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

　
二
つ
目
は
、
各
教
科
の
基
礎
・
基
本

の
定
着
。
中
学
校
の
国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
英
語
の
５
教
科
で
、
問
題

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
学
習
プ
リ
ン
ト

を
活
用
し
、
実
践
し
て
い
る
。
毎
日
の

家
庭
学
習
に
お
い
て
も
、
こ
の
プ
リ
ン

ト
を
活
用
し
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
に

取
組
む
と
と
も
に
、
生
徒
の
学
習
意
欲

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問
４
月
に
実
施
さ
れ
た
本
調
査
で
、

中
学
３
年
生
の
国
語
だ
け
が
目
標

を
達
成
し
て
お
り
、
中
学
校
の
数
学
、

小
学
６
年
生
の
国
語
、
算
数
は
全
国
平

均
で
最
下
位
層
の
県
と
同
じ
正
答
率
と

な
っ
て
い
る
が
、
予
算
を
拡
充
す
れ
ば
、

数
値
が
よ
く
な
っ
て
い
く
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

分
析
の
結
果
、
家
庭
学
習
で
の
取

組
に
も
う
少
し
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
問

題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
活
用
し
て
、
今

年
度
か
ら
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
予
算

の
拡
充
・
拡
大
は
、
今
後
、
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問
町
長
は
、
町
民
か
ら
学
力
の
件
を

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

答
（
町
長
）

町
民
の
声
か
ら
そ
う
い
う
話
は
聞

く
。
何
と
か
教
育
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
た

い
。問

教
育
費
の
予
算
も
拡
大
し
て
、
青

天
井
だ
。
選
択
と
集
中
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

意見を聞いて前進していきたい答

磯
いそ

野
の

　博
ひろし

議員

答
（
教
育
長
）

町
の
児
童
生
徒
の
た
め
、
常
に
ス

ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
考
え

で
各
事
業
を
し
っ
か
り
と
振
返
り
な
が

ら
、
よ
り
充
実
し
た
事
業
と
な
る
よ
う

今
後
も
取
組
む
。

問
皆
が
新
教
育
長
に
期
待
し
て
い

る
。
そ
の
期
待
に
応
え
て
ほ
し
い

と
切
に
願
っ
て
い
る
。
思
い
切
っ
て
こ

う
い
う
の
を
や
る
ぞ
と
い
う
も
の
は
あ

る
か
。

答
（
教
育
長
）

必
要
な
新
し
い
取
組
は
当
然
出
て

く
る
。
現
場
と
十
分
話
合
い
な
が
ら
、

そ
の
と
き
そ
の
と
き
で
前
向
き
に
考
え

て
い
く
。

思い切ってトレンドを変えては
どうか

新教育長に期待

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）
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町
政
を
問
う

津波のリスクはハザードマップに
示している

１
月
の
能
登
半
島
地
震
、
８
月
の
日

向
灘
地
震
と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
以
上
の
地
震
が
続
い
て
い
る
。
熊
本

地
震
で
は
、
町
の
震
度
は
周
辺
に
比
べ

て
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

最
近
の
発
表
で
は
、
雲
仙
断
層
群
で
の

地
震
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
も

し
雲
仙
断
層
群
で
最
大
規
模
の
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
津
波
の
リ
ス
ク
も
あ

り
、
警
戒
が
必
要
だ
。
町
は
こ
れ
ら
の

発
表
と
試
算
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

答
（
町
長
）

熊
本
地
震
で
は
、
町
内
は
余
震
で

震
度
５
弱
、
本
震
で
震
度
５
強
で
あ
っ

た
。
玉
名
市
で
震
度
６
弱
の
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。
地
盤
の
軟
弱
度
の
比
較
で

は
、
建
築
基
準
法
上
の
地
震
係
数
Ｚ
の

数
値
は
０・８
で
あ
る
。
津
波
の
リ
ス

ク
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示
し
て
い
る

と
お
り
で
、
県
内
沿
岸
部
を
対
象
に
、

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
悪
条
件
下
で
発

生
し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結

果
か
ら
想
定
し
て
い
る
。

問
町
内
の
建
物
等
の
耐
震
化
の
現
況

と
対
策
は
。

答
（
町
長
）

人
が
往
来
す
る
公
共
施
設
は
耐

震
化
し
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

る
。
一
方
、
一
般
住
宅
の
耐
震
化
の
状

況
は
、
木
造
と
非
木
造
と
合
わ
せ
て

７
０・０
％
で
あ
る
。
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
木
造
住
宅
の
改
修
や
建

替
え
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に

よ
り
、
一
般
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
て

い
る
。

問
公
共
施
設
で
耐
震
化
が
で
き
て
い

な
い
と
こ
ろ
は
。

答
（
総
務
課
長
）

消
防
格
納
庫
が
７
ヶ
所
と
、
備
蓄

倉
庫
、
長
洲
霊
堂
、
グ
レ
ー
ダ
ー
倉
庫

が
各
一
ヶ
所
で
あ
る
。

問
震
度
６
強
以
上
の
地
震
で
建
物
が

倒
壊
す
る
場
合
も
あ
る
。
公
共
施

設
は
新
耐
震
基
準
に
合
わ
せ
る
べ
き
だ

と
思
う
が
。

答
（
総
務
課
長
）

ま
だ
耐
震
化
し
て
い
な
い
施
設

は
、
計
画
的
に
更
新
や
除
去
等
を
し
て

い
く
。

問
町
は
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
工
事

に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
が
、
一

般
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
金
は
い
く
ら

か
。答

（
建
設
課
長
）

設
計
と
改
修
で
１
件
当
た
り

１
０
０
万
円
の
補
助
金
が
あ
る
。

雲仙断層群で大地震が発生したら

答

浦
うら

邊
べ

　朝
とも

章
あき

議員

施
設
の
更
新
や
除
去
等

　
　
　
　
　
計
画
的
に
対
応
す
る

公
共
施
設
は
新
耐
震
基
準
に

　
　
　
　
　
　
　
合
わ
せ
る
べ
き 出典：「雲仙断層群」（地震調査研究推進本部）
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　委員会では、町の問題点等について調査・審査し、ど
のような改善や対応が必要かを協議しています。また、
視察や研修を行い、議員の資質向上に努めています。委員会 活 動

広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
浦
邊　
朝
章

　
副
委
員
長　
福
田　
史
治

　
委　
員　
田
成　
　
護

　
委　
員　
前
田
美
和
子

　
委　
員　
林　
　
敏
哉

　
委　
員　
荒
木　
睦
子

　
委　
員　
福
本
み
や
子

発
行
責
任
者

　
議　
長　
福
永　
栄
助

「ながす議会だより 潮さい」は
でもご覧になれます。長洲町議会 検  索

　
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に

基
づ
き
、
議
会
が
保
有
す
る
情
報

を
公
開
す
る
制
度
で
す
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
９
月
30
日
ま
で
の
情
報
公
開

請
求
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

広報調査特別委員会（全国町村議会広報研修、栃木県高根沢町）

郡町村議会議員研修「地方議会の役割と質問・質疑のあり方」

　９月25日、東京都で行われた全国町村議会
広報研修会に広報調査特別委員会で参加した。
３つの講演では、議会だよりをいかに住民に読
んでもらうかが共通課題であった。埼玉県寄居
町の広報委員会は、「読まれない議会だよりに
出す意味なし」と掲げるほど、読まれるため、
まさに住民が知りたい話題をタイムリーにわか
りやすく伝えていく大切さを念頭に制作に取組
まれており、この重要性を学んだ。
　また、翌26日に栃木県高根沢町議会の視察
研修を行った。議会だよりを定例会終了後の翌月20日に発行されており、編集会議は４回、ペー
ジの割付け後に担当を割り振り、提出期限の早い記事から入稿するシステムを構築している。
また、タブレット端末で情報共有し、迅速にチェックを行っていた。委員のスキルの高さと、
広報制作にかける熱意を学んだ。今後、本町の議会だより制作にあたり、これらの先駆的な取
組を参考にし、推進していきたい。

　８月23日、熊本大学の伊藤洋典教授による講
演が、玉名郡４町議員を対象に本町中央公民館
で開催された。各町議会で実際に行われた質問・
質疑を事例として取り上げて説明され、質問の
組立方等を具体的に学んだ。
　議員の的確な質問・質疑は、議会の監視機能
を高め、行政の実態の見える化につながる。質
問・質疑の質の向上の重要性を感じた。

栃木県高根沢町での視察研修

議員から活発な質疑が行われた

長
洲
町
議
会
情
報
公
開
制
度

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）
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町民のひろば町民のひろば

委
員
長
　
　
浦
邊
朝
章

副
委
員
長
　
田
成
　
護

委
員
　
　
　
林
　
敏
哉
、
荒
木
睦
子
、

　
　
　
　
　
福
田
史
治
、
磯
野
　
博

要
望
書
の
内
容
は
次
の
Q
R

コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
読
み
取
る
と
、
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

議
会
改
革
（
I
C
T
）
特
別
委
員
会

　
議
会
改
革
（
I
C
T
）

調
査
特
別
委
員
会
が
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
と

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス

テ
ム
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
全
国
や
県
内
の
導
入

率
や
メ
リ
ッ
ト
を
調
査

し
、
導
入
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
９
月
定
例
会
で

議
長
に
報
告
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
議
長
が
町
長
に
対
し
、
議
会
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
等
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出

し
た
。

  

六栄小学校６年生の議場見学

　六栄小の６年生が、社会科の授業の一
環で９月定例会を傍聴し、地方議会の理
解を深めた。後日、次のとおり感想が寄
せられ、子ども達の議会への関心等につ
いて知ることができた。

内容が難しかったけど、私たちのために一
生懸命話し合ってくださっていることがわ
かった。

自分の意見をすらすらと言っていて、すご
いと思った。

いろんな話が聞けて、貴重な体験だった。

※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

皆さん傍聴に来てみらんね！

　

■問い合わせ先

議会事務局（電話　７８－３２９１）

手続きは住所・氏名・年齢を書くだけです

次の定例会は

開会の予定です
月９日（月）12

ひ 

と 

言

ひ 

と 

言

　今
年
の
夏
は
、
昨
年
に
も
増
し
て
猛
暑
日
が
続
い

た
。
全
国
で
最
高
気
温
、
熱
中
症
等
記
録
更
新
の
毎

日
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
季
節
の
変
わ
り
目
と
な

り
、
秋
ら
し
い
秋
は
今
年
は
短
く
、
ま
た
、
冬
は
ラ

ニ
ー
ニ
ャ
現
象
で
厳
し
い
寒
さ
が
や
っ
て
来
る
よ
う

で
あ
る
。
皆
さ
ん
も
体
調
管
理
を
十
分
行
い
、
こ
の

気
候
変
動
に
負
け
な
い
体
力
作
り
に
励
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
福
田
）

傍
聴
席
で
発
言
を
聞
く
児
童

町長に要望書を提出

手書きの感想文

アンケートより
将来、議員になりたいと

思いましたか？
はい

７％

いいえ
93％

回答
37人

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の

　
　
　
　
　
　整
備
を
要
望

な
が
す
議
会
だ
よ
り

議
長

 福
永

栄
助

広
報

調
査

特
別

委
員

会 〒869‐0198 熊
本

県
玉

名
郡

長
洲

町
大

字
長

洲
2766 
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